
基礎科目講師
実施時期
単 位 数

全学年 前･後期
８単位　（２１０時間）

実務経験 〇

№

1年

2年

3年

55

歯科での歯科衛生士の役割を含め、専門用語や指標計算他基礎科目で学んだ内容をこれまでの国家試験問題により確認し、
不足部分を再度学習する。

自分に合った勉強方法を模索する。

歯科に関わる団体からの講義や、臨床科目・臨床実習で学んだ内容をこれまでの国家試験問題により確認し、
不足部分を再度学習する。

自分に合った勉強方法を確立する。

国家試験に関わる基礎科目および臨床科目講義および国家試験と同様に行う筆記試験により、国家試験に合格する力をつける。

到達目標（SBOs）

履修上の注意
多方面に広がる歯科の分野を知ることで、歯科衛生士になりたい気持ちを深め、国家試験合格につなげる。
欠席しないための体調管理に注意を要する。

参 考 書 各科目より指示

授業計画

教員の職務経験
(科目との関連性）

各科目による

学 習 方 法 講義、国家試験練習問題、小テスト

成績評価の方法 筆記試験100％

教 科 書 各科目教本、配付資料、使用したノート

授 業 概 要
国家試験に関わる専門分野について興味を深める科目である。
最終的に、基礎科目、臨床科目を講義終了した学年で確認をし、国家試験合格につながる力をつける。

総合歯科学

講 師

一般目標（GIO） 歯科に関する興味を深め、歯科衛生士となるために必要な知識を修得する。


